
あの日、多くの人々が地震のエネルギーのすさまじさを目の当たりにしました。

記憶は薄れる

　阪神・淡路大震災からまもなく８年

が経ちます。６，４００人あまりの死

者を出した地震災害が私たちの記憶か

ら薄れてきています。特に直接被害を

受けなかった人たちは、８年前の出来

事を普段は思い出すことさえなくなっ

ています。広報を担当するようになっ

てから８ヶ月が経ちましたが、防災科

研を訪れた見学者の中にも阪神・淡路

大震災を経験した人が何人かいました。

　地震が起きたときには、ほとんどの

人が寝ていて、大きな揺れで目が覚め

たけれども何もすることが出来なかっ

たそうです。時間が経ち被害の状況が

わかってくるにつれて、親戚や友人知

人の安否が気になるなど、何とも言え

ない不安を覚えた、と同時に、地震国

である日本の建物があまりにも無惨に

崩壊したことを知って、改めて地震の

怖さを感じたと言います。最終的に死

者・不明６，４３０人を数える大災害

となりましたが、そのような大地震を

経験した人でさえ、防災科研を見学で

訪れるまで、地震のことを思い出すこ

とはほとんどなかったと言います。

　何故でしょうか。答えはなかなか見

つかりません。

災害の怖さをどう伝えるか 

　災害の怖さを見学者たちに伝えるに

はどうすれば良いか考えてみました。

見学に訪れた人の多くは、防災科研で

の研究内容を理解出来たと言ってくれ

ます。それと同時に、「こんなに税金

をかけて研究しているのだから、地震

は予知できますよね」「次はどこで地

震が起きますか」「実際に地震が起き

たらどうなりますか」という質問を受

けることもたびたびです。私には、「

災害の怖さは伝わらない！！
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明日、あなたのまちがこんな風景になっているかも知れません。

は出来ない」「どこで起きるかわから

ない」「起きてみないとわからない」

と、答えることしかできません。無責

任かも知れませんが、見学者からお叱

りを受けることはありません。

　何故でしょうか。

　実際に経験しないと、本当の災害の

怖さは伝わらないのです。多くの災害

では、国や自治体の対応について、直

接被害を受けた人たちが批判や苦情を

言うのです。だから、経験したことの

ない人にいくら説明しても、その怖さ

を伝えることは難しいのです。東海地

震、東南海地震、南海地震などは近い

将来必ず起きると言われていますが、

その確率が今後数十年に何％と言われ

ても、興味を示す人はごくわずかでし

ょうし、起きたときの怖さなど、経験

したことのない人たちには、伝えよう

がないと思います。いつ起きるか、起

きたらどうなるかは、起きてみないと

わからないからです。

　阪神・淡路大震災が起きたとき、土

木・建築の専門家のなかにさえ、高速

道路やビルの中間層階があのように崩

壊するとは思わなかったと言う人がい

ました。専門家にも想像できない現象

が起こりうるのです。

生活の中に防災の習慣を

　無責任な答えの後に、私は､｢いつど

こでどんな地震が起きるかわからない

し、起きる地震は止めることが出来な

いのだから、来るであろう地震に備え

ること、それを今やる勇気が必要だ」

と、付け加えることにしています。例

えば、お子さんや、お孫さんが寝てい

る部屋のタンスをネジで固定している

かしていないかで、大きな地震でなく

ても、生死を分ける可能性があること

について説明します。「今日私が言っ

たことを実行する勇気、タンスに傷を

付ける勇気のある人は、お子さんやお

孫さんが地震の犠牲者にならない可能

性が少しは高くなりますよ。」と言う

ことにしています。ほとんどの人は納

得し、なるほどとうなずいてくれます。

「とにかく、今できる最低限のことを、

帰ったらやってみてはいかがですか」

と伝えます。

　要するに、緊急時に備えて今できる



この冊子は再生紙を使用しています｡

　研究交流棟の建設工事は順調に進み、建家の外観が現れてきました。完成した研究交

流棟では、４月２２日（火）に竣工式典とあわせて第２回成果発表会を開催します。プ

ログラム、申し込み方法等の詳細は、防災科研ホームページで随時お知らせ致します。

　　日　　　時：平成１５年４月２２日(火)

　　会　　　場：防災科学技術研究所　研究交流棟

　　参　加　費：無料

　　プログラム：午前　１０：３０～　　　　　　受付

　　（予定）　　　　　１１：００～１２：００　施設見学

　　　　　　　　午後　１３：００～　　　　　　竣工式

　　　　　　　　　　　１３：４０～　　　　　　記念講演

　　　　　　　　　　　１４：３０～　　　　　　成果発表及びポスター発表

　　　　　　　　　　　１７：２０～１９：００　懇親会

ことを今やる、そして、防災を毎日の

生活のなかの習慣にすることが大切だ

と思います。枕元に懐中電灯を置いて

おくのも習慣の一つでしょう。地震な

どの備えや災害が起きたあとの行動に

ついて、どんな形でも良いから習慣の

なかに取り入れることが大切ではない

でしょうか。現在、天気予報を見るこ

とは、ほとんどの皆さんが習慣になっ

ているような気がしますが、地震に関

連した知識や情報が天気予報のように

毎日放送されることが考えられてもよ

いと思います。

第２回成果発表会のお知らせ


